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【⽬的】 
公社）埼⽟県理学療法⼠会教育局登録・認定・専⾨理学療法⼠管理部は、⽇本理学療法⼠協会のデータベー
スを⽤いて本会員の⽣涯学習について統計・分析を⾏ってきた。今回、データでは読み取れない部分に関し
て、⽣涯学習についての意識調査を⾏い、会員の⽣涯学習の状況を把握するとともに課題を⾒出し、会員の
皆様がより円滑かつ効果的に⽣涯学習を進めていけるように⽀援することをこのアンケート調査に対する報
告作成の⽬的とする。 
 
【対象】 
公社）埼⽟県理学療法⼠会全会員  
 
【アンケート期間】 
2024 年 8 ⽉ 12 ⽇〜2024 年 9 ⽉ 30 ⽇ 
 
【⽅法】 
Google フォームを使⽤した。 
広報は埼⽟県理学療法⼠会ホームページ、メールマガジンおよびアンケート期間内に⾏われていた⼠会主催
研修会にて⾏った。 
 
【アンケート結果】 
回答数は 494 件であった。 
 
1. 登録理学療法⼠を⽬指しているか 

 
 

登録理学療法⼠を⽬指している⽅が多かった。 
 
 
 



2. 登録理学療法⼠取得のための流れの把握 
 

 
○把握している、少し把握していると回答している割合が多かった。 
 
3. 登録理学療法⼠取得を妨げている要因 
 

 
 

「資格に価値を⾒出せない」が最も多く、「研修時間の⻑さ」や「制度の煩雑性」も取得を妨げる要因
として⽐較的多く挙がった。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
4. 認定・専⾨理学療法⼠を取得する予定 
 

 
○認定・専⾨理学療法⼠を取得する予定がない⽅が多数を占めた。 
前期・後期研修履修中の⽅は、より専⾨性が求められる認定・専⾨理学療法⼠取得の展望が抱けないのでは
ないかと考える。 
 
5. 更新するために⼤変に感じること 
 

 
 
 

「ポイントを集めることが⼤変」「時間的余裕の不⾜」「学会発表」の順に回答が多かった。 
  



6. 認定・専⾨理学療法⼠取得を⽬指していない理由 
 

 
 
○「時間と労⼒の問題」「資格に価値を⾒出せない」「時間的余裕の不⾜」の順に回答が多かった。 
 
 
 
 
 


